














2013 年までの 28 年間データを収集してきた。2003 年に
は発足より 1999 年までの 14 年間の登録症例を検討して
報告した1)。今回われわれは、2000 年～2013 年の前回報
告と同年数の 14 年間の疾患内訳の変遷を検討するととも














訳：2000 年～1013 年の総症例数は 5,954 例で、後半 14
年間の年平均登録症例数は 425 例であった。後半 14 年間
で最も登録数が多かった疾患は喉頭癌 1511 例（25.6％）
で、甲状腺癌 1340 例（22.3％）、下咽頭癌 727 例（12.1％）、
口唇・口腔癌 662 例（11.2％）、中咽頭癌 511 例（8.6％）、
鼻副鼻腔癌 362 例（6.1％）、唾液腺癌 287 例（4.8％）、
上咽頭癌 155 例（2.6％）、聴器癌 77 例（1.3％）が続いた。




中咽頭癌 821 例（8.2％）、鼻副鼻腔癌 752 例（7.5％）、
唾液腺癌 472 例（4.7％）上咽頭癌 339 例（3.4％）、聴器
癌 122 例（1.2％）が続いた。後半 14 年間と全期間の総
登録症例における疾患頻度の差異としては、全 28 年間で
は 4 位の下咽頭癌が後半 14 年間で 3 位と口唇・口腔癌を
上回っていた。 




登録症例数は 290 例であり、2 つの年代を比較すると、年
間平均登録数は約 1.5 倍に増加していた。また、後半 14




【考察】1)後半 14 年間および全期間の症例数と疾患内訳： 
今回の後半 14 年間および全期間 28 年間の集計では、い













1964 年（昭和 40 年）以降の日本の成人男子の喫煙率は、












以前報告した 1986 年～1999 年の結果を今回の結果と統
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